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令和５年度 アップルミントホームヘルパーステーション事業報告 
 
Ⅰ 重点⽬標 
１ サービスの質の向上に努め、利⽤者に寄り添った⽀援を⾏う 
２ ヘルパーの質の向上に努め、職員の定着率アップを図る 
３ 事業所における業務全般を常に⾒直し、整備する 
［取組内容］ 
・ヘルパー会議の実施（1 回／⽉） 
・研修会の実施 
（接遇マナーに関して・認知症の理解、⾝体拘束について・感染症の対応について、緊急時

の対応について・記録の書き⽅、報告、連絡、相談について） 
・⼿順書に基づいた統⼀した⽀援 
・連絡ノートの活⽤ 
・コミュニケーションを⼤切にし、個々のヘルパーを尊重しながら相談に応じた 
・利⽤者及び家族との信頼関係の構築 
 
［結果］ 
ヘルパー会議や研修会を通じて、現場で適切に対応できる知識や技術の習得に努めること
ができた。また、利⽤者の障害特性や⾼齢化によって⽀援⽅法の⾒直し、連絡ノートを活⽤
し全ヘルパーで情報共有した。⽀援⽅法について会議では解決に⾄らない場合もあり、⽀援
の難しさを痛感することも多くあった。現在⽀援を⾏っている利⽤者と家族の声に⽿を傾
け、意向に沿いながらの⽀援を⾏うことで良好な関係を築くことができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅱ 実績 
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項⽬ 
 

⽉ 

訪問介護 居宅介護 移動⽀援 

利⽤⾒込 
（⼈） 

実績 
利⽤⾒込 
（⼈） 

実績 
利⽤⾒込 
（⼈） 

実績 

4 ⽉ １ １（１） １５ １６(１４) ４ ７(３) 
5⽉ １ １（１） １６ １４(１５) ４ １１(３) 
6⽉ １ １（１） １６ １５(１５) ４ ５(５) 
7⽉ １ １（１） １６ １９(１５) ４ ４(４) 
8⽉ １ １（１） １６ １６(１７) ５ ５(３) 
9⽉ １ １（１） １６ １７(１５) ５ ４(４) 

10⽉ ２ １（１） １６ １９(１６) ５ ７(６) 
11 ⽉ ２ １（１） １７ １７(１８) ５ ６(５) 
12⽉ ２ １（１） １７ １７(１６) ６ ８(５) 
1 ⽉ ２ １（１） １７ １８(１４) ６ ６(２) 
2⽉ ２ １（１） １７ １５(１６) ６ ４(５) 
3⽉ ２ １（１） １７ １５(１５) ６ ８(４) 

合計 １８ 
１２ 

(１２) 
１９６ 

１９８ 
(１８６) 

６０ 
７５ 

(４９) 
()内は前年度実績            ※受託居宅に関しては、毎⽉ 1件の利⽤あり 
 
訪問介護に関しては、体調⾯の変化等に気を配りながら⽀援を⾏い、ケアマネージャーや訪
問看護師と連携しながら⽀援にあたった 
 
居宅介護に関しては、感染症対策を講じながら、⾝体介護・家事援助・通院等介助を実施 
 
移動⽀援に関しては、余暇活動として買い物、外⾷（お客さんの少ない時間帯）を実施 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


